
  

資料№136 

救急出動件数の 5年間の推移と新型コロナウイルス感染症患者の搬送者数 

消防本部救急救助課 

 

１ 救急出動件数の 5年間の推移（暦年） 

 平成 28年 

（2016年） 

平成 29年 

（2017年） 

平成 30年 

（2018年） 

令和元年 

（2019年） 

令和 2年 

（2020年） 

救急出動件数 

(1日平均) 

10,629 件 

(29.0件) 

11,390 件 

(31.2件) 

11,641 件 

(31.9件) 

12,122 件 

(33.2件) 

10,772 件 

(29.4件) 

前年比 
△119件 

(98.9%) 

761件 

(107.2%) 

251件 

(102.2%) 

481件 

(104.1%) 

△1,350件 

(88.9%) 

令和 2年（2020年）中の救急出動件数が令和元年（2019年）と比較して減少した理由として

は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う衛生意識の向上や不要不急の外出自粛といった国

民の行動変容により、急病、交通事故及び一般負傷等の減少に繋がったことなどが考えられま

す。                       「総務省消防庁報道資料 一部抜粋」 

 

２ 新型コロナウイルス感染症患者の搬送者数（令和 2年 1月～令和 3年 9月末日） 

 

 

 

 

【参考】 

新型コロナウイルス感染症の波の期間 

・第 1波 令和 2年（2020年） 3月 ～ 同年  6月  

・第 2波 令和 2年（2020年） 7月 ～ 同年 10月 

・第 3波  令和 2年（2020年）10月 ～ 令和  3年（2021年）2月 

・第 4波 令和 3年（2021年） 3月 ～ 同年  6月  

・第 5波 令和 3年（2021年） 7月 ～ 現在  


